
文化環境評価システム 

 

環境配慮勉強会環境配慮勉強会環境配慮勉強会環境配慮勉強会 

 

 文化環境評価システムでは、定期的に環境配慮に関する「勉強会」を開催して、今

後の公共工事の環境配慮の参考となるよう土木技術職員等を対象に情報共有・情

報発信をしています。 

 今回の「環境配慮勉強会」は、下記の日程及び内容で開催しました。 

 

日時：平成１９年１１月２０日（火）１３：３０～１６：３０ 

場所：県立牧野植物園 映像ホール  参加者は約３０名ほどでした。 

 

★プログラム★ 

１）開会 

２）公共工事とグリーン購入 資料 

県のグリーン購入の概要と公共工事が関わるグリーン購入について紹介。 

３）希少野生動植物の保護について 資料 

希少野生動植物を保護する意義及び公共工事の実施と高知県希少野生動植物保護条例の関係につい

て説明。（環境共生課のＨＰ） 

４）文化環境評価システム事例発表（沖の島漁港整備工事） 資料 

沖防波堤基礎工の根固めブロック等の施工において、ブロック表面に穴や溝等の起伏等をつけて、藻

場の創出や稚魚稚貝の生息空間を創出した施工事例の紹介。 

（文化環境評価システムのＨＰ）（宿毛事務所のＨＰ） 

５）公共事業における野生生物の保全を考える 資料 



人間活動の増大による地球環境の悪化や生物の大絶滅が世界的に叫ばれる中，公共事業を進める上に

おいて，野生生物への影響の軽減は大きな課題です。実状としてそれらの事業においてその影響を回

避・軽減できた例は少なく，保全効果を上げた例は稀ですが、ではどのような点が問題なのか？どの

ようにすれば効果が上げられるか？ここではそのいくつかの問題点や改善方法を提案し，そのことを

参加される方々と一緒に考えました。 

６）県認定リサイクル製品の紹介 

県が認定したリサイクル製品について、実際の施工事例などから分かりやすく紹介。 

（認定リサイクル製品のＨＰ）・・・ＬDM 木製看板 ＴＭﾏｶﾀﾞﾑＴＭﾘｻﾝﾄﾞ 

７）閉会 

 

勉強会の様子 

１）開会１）開会１）開会１）開会（環境共生課 西尾課長） 

 

２）公共工事とグリーン購入（環境共生課 西森主幹） 

高知県ではグリーン購入基本方針により、事務用品など以外に公共工事における「資材」「工法」について

の重点調達品目を掲げ、取組んでいます。契約図書に使用を記載し、使用材料承認時に確認等をすること

を再認識してもらいました。 



 

３）希少野生動植物の保護について（自然共生課 沢田チーフ） 

高知県希少野生動植物保護条例の概要や同条例の施行に伴い保護対象となった重要な１１種に関する情

報提供や公共工事との関係について勉強しました。 

 

４）文化環境評価システム事例発表（幡多土木事務所宿毛事務所 川村主幹） 

平成 18 年度に文化環境評価システムで対象となった「沖ノ島漁港広域水産物供給基盤整備工事」におい

て、ブロック据付工事におけるブロック形状などへの加工などによって、藻場や稚魚稚貝の生息空間を創

出した施工事例を発表しました。 



 

５）公共事業における野生生物の保全を考える（牧野植物園 黒岩課長） 

公共事業を進めるうえで野生生物への影響の軽減は大きな課題ですが、実情としてそれらの事業において

その影響を回避・低減できた事例は少なく、保全効果をあげた事例は稀ですが、ではどのような点が問題

なのか？どのようにすれば効果があげられるのか？ここではのその問題や改善方法を提案し、参加者の

皆さんと一緒に考えました。 

 

６）県認定リサイクル製品の紹介（左：(有)キャム 右：田中石灰工業㈱） 

高知県グリーン購入の重点調達品目でもある「高知県認定リサイクル製品」の概要、及びそれら認定製品

の中で、２製品について紹介しました。 



    

 

 

 


